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の多 く の時 期 に は 小 型 コ ウモ リ類 は 着 陸 帯 端 部 か ら直 線 距 離 で 10 0 m以 上 離 れ た 場

所を 利 用 して い た 。 ま た 、 D 洞 窟 は 浸 透 ゾ ー ン Ⅱか ら最 短 で 約 4 0 m の 距 離 で あ る

こ とか ら、建 設機械 の 同時稼働 台数 の調 整や 専 門家 の意 見 を踏 まえて 工事 を実施

する。

なお、本事業 の工 事で は発破 な ど爆 発 物 を使用 す る作 業 は行 われ ない。 しか し

なが ら、 以 下 の 参 考 事 例 か ら判 断す る と、 特 に 、 ヤ エ ヤ マ コ キ ク ガ シ ラ コ ウモ リ

及び カ グ ラ コ ウモ リの ね ぐ らの 利 用 時 期 の うち 出 産 ・ 晴 育 の 時 期 で あ る 5 月 か ら

8 月 、 冬 期 の休 眠 時 期 で あ る 12月 か ら 3 月 に は 、 騒 音 や 振 動 に よ っ て ね ぐ らの 利

用を妨 げ な い よ うな配 慮 が 必 要 で あ る 。 具 体 的 に は 、 出 産 ・ 晴 育 の 時 期 （ 5 月 ～

8 月）及 び冬期 の休 眠時期 （12月～ 3 月 ） は、 A 洞 窟及 び A 洞 窟 最 奥部 の直上 か

ら半 径 40m以 内 で の振動 ロー ラ と同等 の振 動 を出す 作業及 び半 径 10 0m の範 囲で の

大型 ブ レー カ と同 等 の騒 音・ 振 動 を 出 す 作 業 を避 け る必 要 が あ る 。 ま た 、 D 洞 窟

につ い て も洞 窟 か ら半 径 40 m以 内 で の 振 動 ロー ラ と 同等 の 振 動 を 出 す 作 業 及 び 半

径10 0 m以 内 での大 型 ブ レー カ と同等 の 騒 音・ 振 動 を出す 作 業 を避 け る必 要 が あ

る。

〈参考事例 〉

山 口県 美 祢 郡 秋 芳 町 の秋 吉 台 に は 多 く の洞 窟 が あ る 。 そ の 中 の 一 つ コ ウ モ リ穴

は 、 コ キ クガ シ ラ コ ウモ リ且 cクm び紬ざの 出 産 ・ 保 育 及 び 冬 眠 場 所 と して 利 用 され

てい た。 しか し、 6 月 の出産・ 保育 時期 に道路 工事 のた め、洞 窟 の直 上で発破 を

伴う工事 が行 われ た結 果 、出産直 前 の約 1 ，00 0 個体 が この洞 窟 を放 棄 し、以後 こ

の洞 窟 での出産・ 晴育集 団は確 認 され てい ない 。た だ、減 少 は して い るものの冬

眠場 所 と して は現 在 も利 用 され てい る。 6 月 の 出 産 ・ 保 育 とい う大 変 重 要 な 時期

に行 わ れ た 、 発 破 作 業 に伴 う振 動 と騒 音 が 、 コ ウモ リに 大 き な影 響 を与 え た もの

と推 察 され る。

また、秋 吉台西部 地域 の採石 場近 くに ある百合 野 の穴で は、石 灰 採石 の ため発

破作 業（ 1 日 1 ～ 2 回）が2 ，0 00 m 以 上離 れ た場 所 か ら40年 間 に渡 り続 け られ て き

た。 現 在 で は採 石 場 の位 置 が 1 ，5 00 m ま で 近 く な り、 この 洞 窟 に 生 息 す る キ ク ガ

シラ コ ウモ リ且允√√甜印打血畑等 に 与 え る 影 響 が 心 配 され て い る 。

（秋吉台科学博物館館長中村氏私信）
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